
平成29年第1回小国町議会臨時会会議録 

（ 第 1 日 ） 

 

1．招集年月日  平成29年2月6日(月) 

1．招集の場所  小国町隣保館 

1．開   会  平成29年2月6日 午後 1時03分 

1．閉   会  平成29年2月6日 午後 3時15分 

1．応 招 議 員 

         1番 穴 井 帝 史 君   2番 大 塚 英 博 君 

 3番 北 里 勝 義 君   4番 髙 村 祝 次 君 

        5番 児 玉 智 博 君   6番 時 松 唯 一 君  

  7番 穴 見 まち子 君   8番 松 﨑 俊 一 君 

  9番 熊 谷 博 行 君   10番 時 松 昭 弘 君 

  11番 松 本 明 雄 君   12番 渡 邉 誠 次 君 

1．不応招議員 

        なし 

1．出 席 議 員 

        1番 穴 井 帝 史 君   2番 大 塚 英 博 君 

 3番 北 里 勝 義 君   4番 髙 村 祝 次 君 

        5番 児 玉 智 博 君   6番 時 松 唯 一 君  

  7番 穴 見 まち子 君   8番 松 﨑 俊 一 君 

  9番 熊 谷 博 行 君   10番 時 松 昭 弘 君 

  11番 松 本 明 雄 君   12番 渡 邉 誠 次 君 

1．欠 席 議 員        

        なし 

 

1．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

議会事務局長 小 田 宣 義 君     書 記 澁 谷 広 美 君 

 

1．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町    長 北 里 耕 亮 君   教 育 長 麻 生 廣 文 君 

総 務 課 長 松 岡 勝 也 君   教委事務局長 横 井   誠 君 

政 策 課 長  清 髙 泰 広 君   産 業 課 長 澁  谷  洋  典  君 

情 報 課 長  佐々木 忠 生 君   税 務 課 長  橋 本 修 一 君 

建 設 課 長  佐  藤  彰  治  君   住 民 課 長 河 野 孝 一 君 

福 祉 課 長 木 下 勇  児  君   保 育 園 長 梶 原 良 子 君 

会計管理室長  北 里 康 二  君 



会議録署名議員の氏名 

 

議長は今期臨時会の会議録署名議員に次の2名を指名した。 

      5番 児 玉 智 博 君  

        7番 穴 見 まち子 君 

 

1．会期の決定 

    

今期臨時会の会期を 2月6日の1日間とする。 

 

1．町長提出議案の題目 

    

別紙議事日程のとおり 

 

1．議員提出議案の題目 

    

な し 

 

1. 開議議事日程 

 

   午後1時03分、議長は本日の議事日程について次のとおり報告した。 

   別紙議事日程のとおり  
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議事の経過（h.29.２.６） 

 

議長（渡邉誠次君） 皆さん、こんにちは。 

午前中の特別委員会に引き続き、お疲れ様でございます。 

それでは、大変お忙しい中に、平成２９年第１回小国町議会臨時会を開催する旨、御案内を申

し上げましたところ、議員各位には何かと御多用の中、御出席をいただきましてありがとうござ

います。 

それでは、開会に先立ちまして北里町長より御挨拶をいただきたいと思います。 

町長（北里耕亮君） 皆さん、こんにちは。 

平成２９年第１回の小国町議会臨時会を開催させていただきましたところ、議会の皆さま方に

おかれましては、午前中の特別委員会に引き続きお集まりをいただきまして、本当にありがとう

ございます。 

さて、今回の臨時会については、お手元にありますとおりに議案第１号、議案第２号、同意と

いうことで、議案第１号については小国町長の給与の特例に関する条例についてでございます。

この部分については議案に入りましてから、私から説明をさせていただきたいというふうに思っ

ております。 

次に、議案第２号の一般会計の補正予算についてでございますが、金額的に大きいものは空調

関係の件でございます。御審議をいただきたいと思います。 

それから同意第１号、小国町固定資産評価委員の選任についてという人事案件でございます。

こちらもまた議案の中で御説明させていただきたいというふうに思います。よろしくお願い申し

上げます。 

議長（渡邉誠次君） ただいま出席議員は１２人です。定足数に達していますので、平成２９年第

１回小国町議会臨時会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

（午後１時０３分） 

議長（渡邉誠次君） 本日の臨時会の議事日程につきましては、お手元に配付してありますとおり

でございます。 

日程第１、「会議録署名議員」を指名いたします。 

５番 児玉智博君 

７番 穴見まち子君 

にお願いをいたします。 

議長（渡邉誠次君） 日程第２、「会期の決定」についてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

今臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） 異議なしと認めます。 

よって、会期は本日１日と決定いたしました。 

議長（渡邉誠次君） 日程第３、「議案第１号 小国町長の給与の特例に関する条例について」を

議題といたします。 

執行部より提案理由の説明を求めます。 

総務課長（松岡勝也君） それでは、議案書を朗読させていただきます。 

議案第１号 小国町長の給与の特例に関する条例について 

地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、小国町長の給与の特例に関する条例を別紙の

とおり提出する。 

          平成２９年２月６日提出 

小国町長 北 里 耕 亮 

それでは、右肩に１と打ってある条例を説明させていただきます。 

小国町長の給与の特例に関する条例 

（町長の給料の額の特例） 

平成２９年３月１日から平成３１年３月３１日までの間における町長の給料の月額は、小国町

長等の給与及び旅費に関する条例第３条の規定にかかわらず、同条に定める額からその額に１０

０分の５０を乗じて得た額を減じた額とする。 

附則 

（施行期日） 

この条例は、公布の日から施行する。 

でございます。 

それでは右肩に総務課（資料１）とあります。裏のほうは総務課（資料２）となっております。

これについて説明をさせていただきます。 

今回、小国町長等の給与及び旅費に関する条例を抜粋したところでございます。今回、町長の

給与を減ずるということで、これにつきまして第３条の給料の額でございます。現在町長の給料

の月額は７８万４千円とするということでございます。 

それと期末手当でございます。第４条でございます。町長等の期末手当の額は、期末手当基礎

額に６月に支給する場合においては１００分の１４０、１２月に支給する場合においては１００

分の１５０を乗じて得た額に、基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の在職期間の次の各

号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める割合を乗じて得た額とするとなっております。また２

としまして、期末手当基礎額は、それぞれの基準日現在（退職し、若しくは失職し、又は死亡し

た場合にあっては、退職し、若しくは失職し、又は死亡した日現在）において受けるべき給料及
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びこれに１００分の１０を乗じて得た額を加算した額とするというふうになっております。 

今回、給料の額と期末手当等を今回の条例改正に照らし合わせた場合でございます。その計算

した額が次の裏のページになりますけれども、総務課（資料２）といたしまして、その額を算出

いたしております。小国町長の給与の特例に関する条例施行に伴う影響額試算でございます。特

例期間としまして、平成２９年３月１日から平成３１年３月３１日までということで、２５カ月

となります。減じる額が１００分の５０ということでございますので、今回給与の支給というこ

とで、本給が月額７８万４千円ですので、２年と１カ月、２５カ月分を掛けますと、１千９６０

万円になります。期末手当、年間、先ほど申しました１００分の１４０と１００分の１５０と、

もう１つ１００分の１０を乗じて計算した場合の期末手当でございます。これが２年分で５００

万１千９２０円ということで、合計しますと２千４６０万１千９２０円、これが２年と１カ月分

支払われるべき金額でございます。これを１００分の５０とした場合がこれの２分の１となりま

すので、１千２３０万９６０円、これが２年と１カ月分で減じる額というふうになるわけでござ

います。 

以上で、議案第１号の小国町長の給与の特例に関する条例についての説明を終わらせていただ

きます。 

町長（北里耕亮君） 議案第１号について、小国町長の給与の特例に関する条例の部分でございま

すが、まず、なぜこうなったかという部分を改めて説明をさせていただきたいというふうに思い

ます。 

今回、副町長の飲酒運転における逮捕の不祥事ということにおきまして、町民の皆さま方、世

間の皆さま方に本当に大変な多大なる御迷惑と御心配をお掛けしましたことを、私、町の代表者

として改めて深くお詫びを申し上げたいというふうに思っております。誠に申し訳なかったとい

うふうに思っております。 

その際、町の特別職、副町長という職の不祥事ということで、私の責任は相当重いというふう

に思っております。そういった部分から自らこの給与を減じる行為に至りまして、その審議を議

会に諮っていただく部分でございます。あとはいろんな御意見や御質問などの中からまたお答え

させていただきたいというふうに思っております。 

議長（渡邉誠次君） これより、議案第１号について質疑に入ります。質疑ございませんか。 

４番（髙村祝次君） それでは、町長に質問をいたします。この副町長を迎え入れるというとき、

人事条例が行われたわけですけれども、昨年の３月２２日の議事録をちょっと読み上げてみます。

そのとき町長が私に言ったことですけれども、「最後に、町長確認しますけれども、２年経つと

ちょうどまだ任期が１年残るわけですけれども、あと２年経って成果が出なかったときは、町長

の職を辞するというように受け取ってもいいのですか」という私の質問でございます。町長は

「はい、もうその言葉のとおりでそういうつもりで言いましたので、その言葉どおりであります。
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でありますものですから、相当覚悟を持って自分の職を今発言したとおりでありますので、死に

ものぐるいで、成果を上げるようにやっていく所存であります」。私が「町長はっきり申しまし

たけれども、やはりその気持ちで２年間で一生懸命町長頑張ってください」という激励の言葉を

言いました。「私は、絶対にそういう良くなるというふうにとっておりませんので、くれぐれも

賛同する議員も、その言葉を真摯に受けとめて町民のために、町長を盛り立てて小国町が、この

副町長が来たおかげで、ますます繁栄できることを私は切にお願いして終わります」ということ

でした。 

やはり町長、私は実際言いたいのですけれども、この５０％という数字がどこから来たのか。

その真意と、私はやはりこの議会の中でこの町長の言葉は何だったのかということを問いたいと

思います。でないと、このときちょうど南小国の議長・副議長と議員が傍聴に来ておりましたの

で、これが南小国の議会の方々は、町長はこの数字を先般も発表しましたけれども、小国の議会

は何だと。議場の中で決めたことを議員は追及しなかったというふうに取られても、非常に小国

の議会のレベルの低さが問われます。ですから、やはりこれだけ町長はっきり議事録に残って言

ったわけですから、ちゃんと５０％ということと根拠、それとこの言った言葉について説明をお

願いしたいと思います。 

町長（北里耕亮君） 議事録に載っておりますので、４番議員のおっしゃるとおりであります。ま

ず、昨年の３月の議会においては、副町長の人事案件の質疑の中での議事録だったのではないか

というふうに思っております。その中で２年間の何らかの成果がなかった場合にはという中で、

議員の中からはその成果・効果はどういうふうに表せるか、数字で示されるのかというようなニ

ュアンスのことも話題になったかというふうに思っています。今回私も大変先ほど申し上げまし

たように、不祥事において解職というふうに至って、副町長が２年という任期を最後まで全うで

きなかったことには、大変深くお詫びを申し上げたいというふうに思いますし、またそういう意

味では、効果がどうだったか、成果がどうだったかという部分については途中の段階であります

ので、結果を出せなかったという部分については、誠に申し訳ないというふうに思っております。 

ただ、４月に就任をされてからは、すぐ熊本地震が発災をし、その中での災害対策本部での采

配の仕事の行動やマスコミに対しての対応、もちろん町民の避難活動や様々な部分、そういった

部分については経験を生かしながら大変よく動いたと私は思っておりますし、また殿町の火災の

あとについても、様々な県との動きから火災跡地の部分についても動いておりました。また午前

中の特別委員会もあっておりますけれども、そこの開発センターの事柄についてもいろんな国の

機関や県の機関と協議をしながら、いろんな動きをしておりました。私としては、この制度その

ものは昨年の３月議会で私が執行部から提案をした思いは変わっておりません。これは地方創生

にとって、小国町にとっていいことだというふうに思っております。ただいかんせん、２年とい

う期間を全うできなかったという部分の途中という部分については、何とも申し訳なく思ってお
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ります。そういう部分で、答弁というか答えでありますけれども、任期の途中ということでまだ

結果が出ていない。そういう部分で、途中の段階は非常に動いていたということをちょっと申し

上げたいというふうに思っております。 

次に、この５０％というのはどこから来たかということでありますけれども、そうはいっても

副町長の設置や総務省のというような部分ではなくて、今回私は上司に当たる人間でありますも

のですから、副町長の上司として最大責任を全うするにはと考えるときに、給与を減額して、身

を律して、今後残り期間の任期のその部分を頑張ってまいりたいというふうな思いで、この５０

％にしました。他町村の例を少し私が見たときに、他町村の話ですよ。部下職員がいろいろな刑

事処罰に至った場合でも、３分の１や１０分の１、例えば３カ月や５カ月、そういう例はありま

したけれども、半分を２年１カ月というのは、ほかには例はなかったのではないかなというふう

に思っております。根拠という部分は特になくて自ら律する部分でありますので、その５０％と

いうのを定めさせていただきました。 

４番（髙村祝次君） 一番町長の言葉の中で、途中だからということですけれども、やはり議場で

発言したことを途中だからとか、２年過ぎて、その前に私はちゃんとそういう言葉は、政治生命

にかけるとか、これにかけるという言葉はちょっといささかなものかということを確か言いまし

たけれども、これはその言葉も議事録に載っております。しかし、やはり最後に私が町長に確認

して、途中とかそんな言葉じゃないですよ。やっぱり成果が出なかったときのことを私は追及し

たわけですよ。それで、今途中だからというような逃げ言葉のようなことを言うことではないと

私は思うのです。やはり言葉に出してここで言った以上は、ちゃんとした結論を私は出すべきと

いうふうに思っております。５０％については、ほかのところの前例からということで、副町長

が来て出張あたりの費用やそういうことではなくて、ただ単なる５０％というふうに私は受け取

りました。やはり私はただこの５０％にしたからいいとかいうわけではないわけです。１００％

にしても私は許せない。町長の言葉に対して。やはりこの言葉は真摯に受け止めて、議会に町長

がだまして言ったようなそういう議会なら、私はもう小国は議会はいらないと。ましてや、この

ようなことを町長が言っているとするならば、やはり課長たちも町長と話して、町長は、言った

ことは何カ月もたたないうちに結局そうだったですかねとかいう言葉になるわけです。思いが違

う。それで町がよくなりますか、町長。 

やはり私が言ったように、私は最後に町長に確認したわけですよ。責任を取りますかというこ

とを。はい、私は取りますと受け取ったから、頑張ってくださいという言葉を返したわけです。

そういうようにならないために。途中だからとかいう言葉自体が私はおかしいと思うのです。途

中だろうが１カ月だろうが２年たってからでも成果が、それは地震のとき副町長がいなかったら

対応ができなかったですか。火災のときもできなかったですか。今まではそうだったですか、災

害があってから副町長がいないとできなかったですか。そうではないでしょう。副町長がいなく
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てもできたでしょう、今までが。地震にしてもしかりです。今まで阿蘇郡では小国は被害が少な

かったほうですから。今まで上田の災害やわいた山麓のほうで災害があった時とかのほうが被害

が大きかったですよ。そのとき副町長がいなくてもできたでしょう。途中だからということで、

結果を逃げるようなことでは、やはり私が１２月の一般質問で言ったように絶対町はよくならな

いですよ。そういうことでは。やっぱり自分で言ったら言ったように、ちゃんとけじめをつけた

らどうですか。 

町長（北里耕亮君） 繰り返しになりますけれども、確かに副町長がいなくても対応はできたかと

思いますが、より副町長がいることによって、さらにいろんな関係機関との協議・調整そういっ

た部分もスムーズに進んだのではないかと、私は効果があったというふうに思っております。そ

れを言うしかありませんので、そういう部分の思いであります。 

４番（髙村祝次君） やはり町長、私が思うには、今町長の心の中には課長の頼りのないという心

があるというふうに私は思います。だから副町長という職をうって自分の右腕として働いてもら

いたかったと。だから今課長たちはこの前も私が言いましたけれども、本当に町長との信頼関係

がないわけです。町長がそれだけ思っていない。それで町がよくなるかというと絶対よくならな

いですよ。議員の皆さん、よく考えてみてくださいよ。こういう案件の５０％の条例を通したら

よその町村から笑われますよ。議会の場ではっきりけじめをつけて責任を取りますということを

言っておいて、５０％でごまかすようなことをしたら、よその町村から笑われる。今まで私は南

小国よりも、南阿蘇よりも、西原よりも小国の議会はレベルが高いという、私が議長のときには

言っていました。しかし今回改選になってどうですか。こういうことを通したら、ほかの町村か

ら笑われますよ。農業委員会の条例改正でもしかり。わからないのに手を挙げる。これが議会で

すか。ちゃんと勉強して町民のためにやるということで、皆さん立候補して議員になった。それ

がわからないで手を挙げる。まして今度はこれを採決に至るかわかりませんけれども、これを通

すというのは本当にこの議事録は何かと。小国の議会は何かと。これは報道機関に見せても笑い

ますよ。こういうことを言っておいて５０％を通すと。 

もうちょっと町長、真剣に本当に心の隅から小国をよくすると。副町長が来て、本当に私はよ

くならないと断言したんですよ。そして途中で、今年のはじめ「あの副町長は絶対問題を起こす

ぞ」と近くの人に言いました。そしたら１カ月もたたないうちに飲酒運転と。近くの人が「やっ

ぱ、あんたが言ったとおりになったな」と。それは何でかと言うと、人を見抜く力があるからそ

れはわかるのですよ。本当に副町長が来て小国に足がついていたなら、公用車で福岡まではるば

る行きますか。明日会議というのに。そしてこの前の全協のとき、児玉議員から「その時の費用

はどうですか」と、「公務ですか、どちらですか」と言われたら、その日のうちにまた「それは

公務じゃありません」という取り消しをした。全くなってないですよ。調査もしないで公務です、

公務ですと。あとでは「公務じゃありません。１万何千円取り戻します」というような議員にフ
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ァックスが流れてきましたけれども、私は町長に電話で言いました、はっきり「町長、対応はど

うしますか」と。「本人から辞表が出るでしょう」と。「町長、そんなことでは駄目ですよ。懲

戒免職にしなさい。そのくらい出てきたときには毅然たる行動でやらないと駄目ですよ」と。そ

して２、３日して町長が家に来まして、そういうふうに議員から言われましたので、そういうこ

とに決めました。私は懲戒免職で期待していたところが、報道にあったとおり新聞でも一般の人

から処分が柔すぎるというような報道がされましたけれども、ほとんどの町民の方が副町長を置

くときから意味がないと言われたんですよ、みんな。議員の方も言われている。１千３６０万円

がもったいないです。そう言われながら町長は効果があったと。私は効果があったと全然思って

おりません。当たり前。町長、しっかりこの議事録を読んでくださいよ、もう一回。どうぞ読ん

でください。 

町長（北里耕亮君） 議事録は私も所有しております。読みました。答えとしては、先ほど言った

とおりであります。少し御意見にお答えするようでございますけれども、課長との信頼がないか

ら副町長を置いたというような御意見もありましたけれども、決して、私としては小国町として

従来から課長、それぞれの担当課、それから総務課、課長級の方々とは十分に懇意にさせていた

だいて業務に励んでおります。そういった部分で足りないところもあるかもしれませんけれども、

それがよりスムーズにいくように努力はしております。今後もまた努力をしていきたいと思いま

すが、全く信頼関係がないとか、そういう部分には私は思っておりません。今後はまた御意見は

御意見としてありますので、しっかりまた意思疎通がしっかり深くできるように努力をしていき

たいというふうに思っています。それだから副町長を置いたということではございませんので、

御理解をいただければと思います。 

また、先ほどから議事録に載っております「職をかける」という部分については、その時はそ

ういう思いというか確認もされて、しっかりこの議事録のように答えて、それは間違いはござい

ません。でありますけれども、結果が出ていないという部分については、結果というか途中での

結果、今現在、解職に至るまでのこの日数の部分については、私は繰り返しになりますけれども、

いろいろな動きをしていただき、地域にも本当に入ろうというふうな活動をしておりました。観

光のＰＲであったり、農業や林業、都会の方でありますから酪農のことも勉強したり、いろいろ

動きはしておりました。また役場職員の中についても法令業務や財政、そういうような情報を職

員と共有するというか、研修、そういった部分も行っておりました。私は任期の途中という部分

はありますけれども、それまでは非常に動きが活発であったというふうに思っております。 

４番（髙村祝次君） このやり取りをしても、町長の思いと私たちが思っている思いとは違います。

私は町長と課長たちを見たときに、本当に信頼関係があるのかなというふうな思いがしていて、

いつもが課長たちも町長になかなかものを言えないというか、黙って言わないほうが自分を守る

身でいるというふうに受け取っております。そのあたりは町長の見る目と私の見る目が違います
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から、それを追求してもあるとかないとかいう話になりますから、そこは言いませんけれども、

やはりこの議事録を最初から読んで、みんなしっかりしたことを言っているので、議場で言った

ことはみんな真剣になって話していると思います。 

でも、この町長が私に答えたことを私はやっぱり真摯に受け止めて、この５０％と言う前に、

これを自分でちゃんと身を引くということを言った以上は、やっぱりそれを実行すべきと思いま

すよ。私はこの５０％は絶対これを通したらおかしい。１００％でもおかしい。やはりこの議事

録を一番大切にしていかなければ。トップとして言った言葉をやはりしっかり頭に置いてやって

いかないと、今から小国町の議会は一般質問を議員の方がしても鉄砲玉と一緒です。何にもなら

ない。これで町がよくなるはずがない。絶対よくならないですよ。こういうことを町長は、自分

で途中だからとかいう逃げ言葉をつくっても。途中だろうが終わってからでも成果がないなら成

果はないでしょう。それは町長の思いだけであって、まわりが見てからどう思うかというふうな。

本人が来てから遊んでいるなら、それはそういう国からの派遣は批判がきますから、それは本人

なりにうろうろしてみるでしょう。出張も多いですし。果たして、それが本当に実を結んだかと

いう話ですよ。ちゃんと議事録はしっかり読んでから、今日結論を出さないで、もう一度自分の

心をつくり直して本当に今からも町長を続けたいなら、もう１回出直し選挙をしたらいいではな

いですか。 

町長（北里耕亮君） ４番議員の御意見はこの議事録に残っておりますので十分わかりますし、先

ほどから私が途中という部分については、議員の思いと私の思いと違うという部分は十分わかり

ます。加えて言いますと、昨年の３月の議会において、この制度はいいというふうに私が思いま

して、人事案件を提案をする際に私の思い、自分に課せる責任と思いという部分が少し言葉的に、

またこれを言うと言い訳みたいになりますのであまりは言えないかもしれませんけれども、本当

にとても頑張りたいという思いから、そういう発言をさせていただきました。そこで結果が出る

前にこういう事柄になったものですから大変残念で、そのあたりについては申し訳ないというふ

うに思っております。 

今回の５０％の部分については、不祥事の副町長の上司にあたる私に責任があるという部分に

ありますので、今回はこの提案をさせていただいて御辛抱いただく部分でありますので、あとは

御審議をしていただいて御判断を仰ぎたいというふうに思っております。 

４番（髙村祝次君） 町長、こういうことになったのは、やはり私は一貫してそういう人が２年間

ぐらい来ても町は絶対よくならないと、課長たちもみんな聞いたでしょう。ずっと私は一貫して

反対。２年間で東大を出た人が来て町がよくなるなら、全国の町長は選挙をしないで皆出向で町

長を置いたらいいのですよ。地方創生とかいっても、地方の人たちがやる気がないなら絶対町は

よくならないのですよ。同じお金をやるなら町民の方にお金をやったほうがいい。国から来たエ

リートだからといって、ちやほやすることも何もない。私が帰るとき本人に言いました「あなた
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たちのような人が地方に出ても、全国の町村はよくならない。だから帰ってどうせ来るなら官僚

になった年、若いときに農家に行ったり、商売人のところに行ったり、そういう２カ月か３カ月

ぐらい行って、普通一般の人がどんなに苦労しているか身に付けて霞ヶ関に帰ってください。そ

のことを上司に言ってください」ということを、あのときに私が本人に言いました。「地方創生

制度やこういうふうな制度を取り入れてやっても、地方は絶対よくなりませんよ」と、「まして

や２年間ぐらい来て町がよくなるかというと、それは以前から良いところに行ったら良いかもし

れないけれども、小国のような冷え込んだところに来たあなたのような人は、それは２年たって

も成果は出ないまま帰りますよ」と。それが町長はわからないことが私は不思議です。自分が１

０年やっても町が沈むばっかりで、だから新しい風を入れたいということで入れましたけれども、

結局はそれが足引っ張りになった。私たちの言うことを聞いてやめていたら何もこういうことは

言わなくても済むわけですよ。 

だから、議員もしっかり私が普段から考えてくださいよと。ただ町長が言ったら、「はい」と

手を挙げるだけではなくて、真剣に町民のためにこのお金が生きていくのかということを考えて

くださいと私は常日頃から言っています。町民の方も一緒と思いますよ。事件が起きて、総務課

長から電話が掛かったという話を聞きますけれども、副町長を連れてこなかったら何も問題はな

かったでしょう。私も町長にこんなことを言わなくていい。しかし、言うようなことをつくった

町長は、しっかり言ったようにしてください。ねえ、してくださいよ。だから、真剣に考えてい

ないから、問題が起きて本人と松岡課長が議員のところは断りに行った。町長は何かというと、

熊本に行っていると。私から電話。もともと副町長から私に電話があった時、私は「副町長、あ

なたたちは常識知らず」と。「あなたたちは東大を出ていても全く常識がない」と。「事を起こ

して謝りに行くときに、相手に電話をして行くとかもってのほか」と。「行ってみていなかった

らまた再度行くのが当たり前ですよ」と。「だからあなたと町長が二人で頭を下げて回るのが常

識」と。二人とも常識がない。あえて私は町長に電話をしたら、町長は一人で後から来ましたけ

れども。 

全然常識外れの人たちがトップに立つわけですから、町がよくなるはずがないと。毎日革靴履

いて仕事ができる人と、毎日地下足袋と長靴を履いて仕事をする人は全然違いますよ。だから私

は今期最初に町長に言いましたよ「ちゃんと長靴を履いて牛の現場や畑に行ってくださいよ」と。

やりましたか、そういうことを。そして新しい風を吹き込むということで、副町長制度を入れて。

２年たっても絶対よくならない。わかっている、最初から。それをあえてやったのですよ。そし

て問題が起きた。そしたら問題の結末は何かというと、お金でごまかす。自分の言ったことは何

かわからないようなふうで。これで町がよくなるはずがないですよ。 

町長（北里耕亮君） 本当に御意見としては、しっかり受け止めさせていただきたいというふうに

思いますけれども、繰り返しになりますけれども、副町長を置くという部分については何とかこ



 

10 

の町をと、そういう思いに駆られた次第であります。それがそんなに、いろいろ意見はあるかと

思いますけれども、この町をよくしたいという思いは、議員はいつも言われますけれども、私も

思っております。そのたどり方というのが少し違う部分もあり、それが今回は結果に結びつかな

かったというのは、本当に途中だったという部分については、繰り返しでありますけれども、お

詫びを申し上げたいというふうに思います。 

ただ、私そういういろいろな議員からの、町をよくしたいという議員がいつもお話をされます。

１２名の議会議員いらっしゃいますが、皆さんそれぞれやっぱりこの町の部分をよくなればとい

う思いの方々ばかりだろうというふうに思います。執行部もそうでありますけれども、今後はし

っかりいろいろ議会に早めに相談をさせていただきながら、いろんな大きい方向性やそういう部

分があるときには、また議会とともにという部分は改めて深く心に刻みながら、そして残り期間

は、今回はこういう条例改正の提案でありますけれども、任期を全うして私は頑張ってまいりた

いというふうに思っております。 

４番（髙村祝次君） 町長、今になっていろいろ町長も反省するかもしれませんけれども、私はず

っと一貫して、要するに税収を上げるためにどうしたらいいかと、いろいろ知恵を使ったりいろ

いろやってきてもなかなか税収につながるようなことがつながらない。そうしたらやはり人件費

を削減することが一番です。大企業は売り上げが上がらないときは人員削減する。それが私は基

本ではないかと。そこが町長の思いと私の思いが違うわけです。私が経営を苦にしたら、まずい

らない人手を減らしていく。いらない費用を減らしていく。出費を減らす。個人経営も町の経営

も私は一緒だと思います。町の経営のほうが収入が返ってくるのは時間が掛かる。だから、私た

ちが言うのをしっかり、宮崎町長もしかりでしたけれども、私たちは本当に苦労して現在があり

ます。あなたたち町長などは本当の苦労はしていないでしょう。そういう人たちが、本当の経営

の苦しさというのはわからないですよ。夜寝ても借金のこと。人を見れば借金取りが来たのでは

ないだろうかという、その心配。知らない人が電話を掛けてくると、また借金取りが来たのでは

ないか。そういう苦労した人が真剣に町をこうしていったらいいとかいろんなアドバイスをして

も、あの人達が何かというくらい。大学など出ていない、何であんな人の知恵を借りなければい

けないかというのは頭の隅にある。だからだんだん町は悪くなっていく。本当は今苦労している

人たちの苦労がわからない。 

絶対私は１２月の一般質問で言いましたけれども、北里町長が小国町の町長である限り絶対よ

くならない。私はそう１２月にはっきり言いました。小国の町民から電話が掛かって「あなたい

いこと言った。あなたしかいない。言える議員はあなたしかいないじゃないか」と。私にあなた

何を言っているのかという電話は１本も掛かってこない。「あなたの言っていることは当たり

前」と。それは何でかというと、昔の私を知っているから。みんながソフトボールをしていた。

その頃私は必死になって働いていた。いつか見ておれと。河津寅雄さんから５２年のときに今度
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は６０周年記念の冊子に書いてありますけれども「最後まで頑張ってくれ」と。その言葉を私は

忘れないで今日まで頑張ってきた。町長はそういうことはないでしょう。だから議事録に書いて

言ったことを無視して、勝手にお金で解決すると。私はこれは５０％カットしないで、そのまま

の給料でいいのですよ。やはり町長の精神でしょう。本当に相談する議員は誰か、相談する町民

は誰かという人は町長いますか。本当に相談しても頼りになる議員はいますか。皆頼りになる議

員でないといけないのですよ。小国町のような小さいところに野党も与党もない。国会ではない

です。町長、議事録に書いてあることはちゃんと守って、私がまた町長のことをいつまでもやる

と時間がたつばかりですから、ほかの人も言いたいことはいっぱいあると思いますから、またあ

とからやります。 

５番（児玉智博君） 先ほどから髙村議員も言われておりますが、私も同じ議事録を読んでみまし

た。まず、先ほど町長が言われたような熊本地震での災害本部での御活躍であったり、殿町の火

災や開発センターとか、まさに髙村議員が言われたように、別に副町長がいなかったらできなか

ったのかという話にはなると思うのです。ですから、それは頑張っていたということは私も認め

ますが、それをもって副町長を置いた効果であったり、成果や業績というふうにはなかなか言え

ないと思うのです。先ほどの答弁を聞いていると、まだ途中だから結果が出ていないというふう

におっしゃいます。そうであれば、これはもっと２年間いたら成果が出たのかといえば、そんな

話にはならないし、イソップ物語のような話です。だからやっぱり現在での効果を見る必要があ

ると、成果を見なければならないというふうに思うのです。 

というのが、やはり町民の皆さんの中から副町長はああいう形で去っていったけれども、大体

成果はあったのかという疑問を多く聞くわけです。町長はこの間、だからまだ逮捕される以前も

含めて、副町長を置いたからこういう成果に結びついているのではないかという分析はきちんと

されていますか。そしてやはりこれから先も途中では帰っていかれたけれども、副町長を置いた

からこういう成果が出たのだというような検証は、やはり町の税金が使われたわけですから、や

っていかなければならないと思いますが、そういう分析をして、そしてそれを議会であったり町

民に報告するそういうおつもりはありませんか。 

町長（北里耕亮君） 今の御意見については、昨年の３月のときにも５番議員はおっしゃいました

ように、数字で示されるものというような部分がなかなか難しいのではないですかという御質問

のようなニュアンスの部分を発言をされております。その成果という部分について、例えばある

ひとつの業界の業種の売上額が上がったとか、なかなかすぐ数字に跳ね返る部分であればよろし

いのですけれども、まだそういう部分よりも前に、例えば観光の部分であったら自らトップセー

ルスというか、副町長セールスというか、そういった部分でいろいろ動いておりましたし、ホー

ムページのチェックなどもしておりましたし、広報の読みやすさや、情報課であれば観光やイベ

ント、そういう部分のアドバイス。産業課であれば、林業の小国杉のブランド化について。今小
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国杉はかなりいろんな活発な動きをしておりますものですから、そういう部分のやり取りだった

り、政策課も地熱の調整であったり、総務省の分散型エネルギーという補助事業を受けておりま

したので、そのあとの部分のワーキングチームの調整役であったり、そういう部分を動いており

ました。その部分の数字という部分に反映が、今日のこの段階でできているかどうかという部分

はまた検証はしなければならないと思いますけれども、思いの部分だけで言うとまたいけません

かもしれませんが、かなり動きをしておりました。行政内部の話でありますけれども、法令や財

政、そういう部分の起案の仕方や書類の整理の仕方、そのような部分を職員と研修という形で職

員に伝えていた部分は、いい結果ではないかなというふうに思っております。 

５番（児玉智博君） それでこの議事録をよく読んでみますと、ぜひ本当にこの制度、この制度と

いうのは、要するに官僚の派遣制度なんですけれども、この制度を活用しながら各それぞれの省

庁、国のネットワークを活かしながら補助事業、金額だけではないのですが様々な情報を入れて、

地域住民や町と一緒になってやっていきたいという部分ということで、そういうことを期待して

いるというふうに言ったあと、自らの職をかけるというようなことにつながっていくわけですが、

かなり町長としては議会でもそういう説明をされたとおり、少しでも補助事業を取ってきてもら

いたいというふうな期待をされていたのだと思います。そこで、副町長が来たことで、この補助

事業は副町長のお陰で取れたというようなものはひとつでもありますか。 

町長（北里耕亮君） まず開発センターの一般単独災害事業債、これについては非常に積極的に動

いておりました。見た目あのように建っておりますし、外観もひびが大きく入っているとかそう

いう状態ではなかったのですが、耐震化がされていないというファイルの資料とかを見ながら、

あれを何とか災害事業債で取り組めないだろうかという部分と同時に、ＣＬＴを使った補助事業

も併せてやって、ＣＬＴの事業で足りない部分を一般災害対策事業債でという、できるだけ町の

手出しがないような動きということで、一般災害対策事業債については、これは本当に非常に副

町長が大変積極的に活動されてなった部分であるというふうに思っております。そういった部分

も今ちょっと口頭で言う部分は、内部でまた整理をしまして何らかの形で皆さん方にお話ができ

ればというふうに思っております。それだけではなくて、本当に頻繁に省庁とのやり取りを、そ

れは大小あります、金額は何千万というのはそう多くはないのですが、多少の部分でもいくつか

あります。そういった部分は、いつか機会を見つけて表すことができるのではないかなというふ

うに思っております。 

５番（児玉智博君） 開発センターのことを言われましたけれども、結局ＣＬＴのことなんていう

のは、私に言わせれば結局使わないようになって、使い勝手が悪いと。逆にＣＬＴを使ったらそ

もそもの建設費用が太りあがってしまうからということで、非常に繰り越しも１年しかできない

とかいう中で、私は逆に混乱を招いたほうではないかなというふうに思います。一般災害事業債

ということでは、熊本地震のような、広域の熊本県全体が被災地のような状況の中で、副町長が
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いなかったらそういう知恵も出てこなかったというふうになると、逆に小国町そのものが行政と

してどうなのだということにすらなりかねないと。だからそれも結局私は頑張ったことは認める

けれども、町長はそれが一つの成果というふうに評価されるかもしれないけれども、やはりそれ

を納得させるにはもうちょっとちゃんと検証がいるのではないだろうかというふうに思います。 

もう１点伺います。今回のこの５０％の減額というのは副町長が飲酒運転をしたための、いわ

ば任命責任を取られてということですが、私は今回のこの一連の流れを見ていて、副町長が取る

べき責任というのは果たしてそれだけなのだろうかというふうに思うわけです。というのが、や

はり今回出張届を福岡県庁で福岡県総務部長と意見交換をするからと言って出して、公用車を使

って出掛けて行ったと。しかし渋滞というそれは仕方がない事情ではあるにせよ、その出張届先

にはそもそも行かずに、別の総務省関係者の新年会会場のほうに行ってしまったわけです。実際、

そのことを私が知ったきっかけというのは、行政からの報告ではなく、報道機関のインターネッ

トに新聞社の記事というのは朝刊を待たなくても出ますので、そのことでわかったわけです。記

者会見なんかでもその点が厳しく指摘されたかと思いますが、町長はあくまで公務であると捉え

ているという立場に固執したわけです。そのことで非常に夕方のニュースなんかでは、何で過ち

を犯した副町長を行政はかばうのだということで、行政の姿勢そのものを厳しく批判するキャス

ターの方もいたわけですよ。私はこの町長の姿勢が、ただでさえ飲酒運転を副町長がしたという

ふうな形で傷つけられた町の信頼というものをさらに危ういものにしてしまったのではないかと

いうふうに思うわけですが、その点についての自らの責任については何か感じるものはあります

か。 

町長（北里耕亮君） 一番最初の不祥事を起こしたその日の記者会見においても、行政としては公

務と捉えておりますというのは確かに言いました。２回目のときもそうでありましたが。その時

にはよく聴き取りができておらず、釈放されてから本人聴き取りを行いました。２回目の記者会

見で公務にするかという部分でありましたけれども、公務だというふうに発言をいたしました。

それについては、あくまで特別職の業務の範囲というのは、かなり広いというふうに私は認識を

しております。人と会うという部分も、個人的に会うという部分も業務の一環であるだろうし、

それが夜に入って会食をしながらという部分もあるのではないかなというふうに思っております。

ただ、その２回目の記者会見の時にほかの同席されていた方々それぞれがプライベートであると

いうふうな認識を示されておりましたので、他市町村の方がそのような認識で、小国町だけが公

務というのはよろしくないというか、そういう認識は駄目だと思い修正を行ったわけでございま

す。当初行くまでは繰り返しになりますけれども、県庁に寄って、そして意見交換をし、そして

会食の場に行くという部分の流れでありましたが、先ほど流れとしてありましたように、時間が

なくなって直接その会場に行ったということであります。その会場に行ったとしても、会食をし

ながらも地方創生や様々行政のいろいろな部分について意見交換、それも業務であるというふう
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にそのときは私は思っておりましたが、同席者がプライベートという部分であれば、それは考え

を固執する必要はないという考えを改めたというふうに至っております。その部分についてどう

感じるかということでありますけれども、先に同席者の方に確認を取っていれば、２回目の記者

会見のときにも間に合ったというふうに思っておりますが、その少し対応の遅さもあったのも事

実であろうと思います。その部分も反省をすべきであるというふうに思います。 

ただ、基本的には本当に業務の流れで会食する、それも仕事であるというのは場面においては

あるのではないかなというふうに思いますが、ただ細かいことを言えば、それは何々会や何々意

見交換会という、議員も以前全協のときに言われましたけれども、案内があってとか、そういう

しっかりした会議室の中で会食しながらのそういうというふうな環境があると思います。それが

ざっくばらんな座席に座ってという部分にするとかなりその辺は薄れるだろうと思いますので、

そのあたりは今後いろいろな場面が一般職の場合もありますので、襟を正しながら、しっかりそ

の状況を把握しながらやっていきたいというふうに思います。 

議長（渡邉誠次君） ここで、暫時休憩をいたします。２時１５分から再開をいたします。 

（午後２時０５分） 

議長（渡邉誠次君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後２時１５分） 

５番（児玉智博君） 休憩前の続きなのですが、副町長が逮捕されたのが２５日の未明です。それ

で釈放されたのが２６日の夜中ということで、その日に町長と総務課長は事情を聞いたというふ

うに聞いております。それで２６日のときには言い分として、私は公務のつもりで福岡県庁には

行かなかったけれども新年会に参加していましたということで聞かれたのだと思うのです。しか

し、その次の日ぐらいには、一部の新聞のインターネット版には「総務部長は公務とは認識して

いない」というコメントを出しているということで、既に世間にそれは報道されていたわけです。

それで当然その報道は見て承知していらしたというふうに思うのですが、なぜそのときに訂正と

いう判断ができなかったのかと。訂正したのは２月２日に、これが熊本日日新聞の記事でありま

すけれども、３日付の紙面に載っておりました。「町は２日、同氏が出席した飲食を伴う意見交

換は出張ではなく私用と修正した」ということで出ているのです。しかも私がちょっとあきれ返

ったのが、それは何でそうなったかということが後に記されているわけですが「電話での抗議や

私用ではないのかとの指摘が相次いだため、２日町長が再調査を指示」と。２日の時点に、これ

だけ日にちがたたないと、外部からの指摘がないと再調査の指示も判断できないのかというわけ

ですよ。本人の言い分だけを鵜呑みにしてですよ。それで最後に「町は調査不足だった」という

ふうに言っていますが、私は調査したのだろうかと。そもそも調査すらしていないのではないか

というふうに疑わざるを得ないわけですが、ちゃんと調査したのですか。 

総務課長（松岡勝也君） 率直に申しますと、それまでには出先の県庁・市役所には連絡は取って
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おりません。 

５番（児玉智博君） やはり私はこの対応のまずさについても、当然町長の責任が伴うというふう

に思います。任命責任だけではないということを強く申し上げまして質疑を終わりたいと思いま

す。 

町長（北里耕亮君） 結果として修正することになったという部分については、御意見のとおり、

そして発言のとおりで、コメントにも新聞にも調査不足だったという執行部のコメントが載って

おりますが、そのとおりであるというふうに認識をしております。大変反省すべきであるという

ふうに思っています。あまりここでまた言うと言い訳のようにはなりますが、本人の強い主張も

ありますけれども、そこはひとつ冷静になって、どういう会食だったかという部分の、先ほど言

うような案内通知文があり正式な何々意見交換会とかそういう部分だったのか、一般的な新年会

だったのかという部分の判断が、やはり調査もしなかったし遅かったというふうに反省をしてお

ります。今後こういう部分については、一般職も特別職、私も含めていろんな会合がありますけ

れども、やはりしっかり案内通知文があるしっかりした会議なのか、業務なのか、それとも少し

それを逸脱した懇親会というか、プライベート感が強いのかというのを整理をしながら臨んでい

きたいというふうに思っております。 

議長（渡邉誠次君） ほかに質疑ございませんか。 

９番（熊谷博行君） ９番、熊谷ですが。町長の答弁を聞いていますと、言い訳で耳が聞けないよ

うな状態なのですが、私も副町長受入れの賛成議員なのですが、あるフェイスブックのコメント

の欄に賛成議員は税金を返すべきだと、これが法律で通れば私は返そうと思っています。どうい

う真意でコメントを打ってもらったのかわからないのですが、常に手を挙げた議員も責任といい

ますが、聞けば聞くほど町長の言い訳が私の心の中に刺さりますので、私は本当は副町長も町長

も二人とも残って針のむしろで仕事をすべきというふうに思っていましたが、副町長が去ってい

ったのであれば、今日のこのような会議になると想像しませんでしたが、辞めたほうがいいので

はないですか。 

町長（北里耕亮君） 大変厳しい御意見であるというふうに伺いましたが、先ほどから議員の方か

らの御質問・御意見でありまして、私は結果が出せなかったという部分については本当に申し訳

ないという思いはありますけれども、結果というのは２年丸々という意味でございます。そうい

う部分で、途中という部分では申し訳ないと思いますが、設置してから様々本当に町のために町

をよくしようという副町長の思いもありましたし、私や今いる課長や職員の方々一丸となってこ

の町をよくしようと。それについては先ほども言いましたように、議員それぞれも同じ思いであ

ったかと思いますが、特に副町長を設置したい、させたい、仕事をしていただきたいという思い

はまさにそのような部分であったかと思います。私が楽したいとかそういう部分は一切なくて、

副町長が赴いていただくことにより、いろんな部分でいい事柄になるであろうというふうな思い
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が本当にしたものですから、そうさせていただきました。でありますので、厳しい御意見だなと

思いますが、私は今回この条例を提案させていただいて、そういう意味で、先ほど５番議員がお

っしゃいましたそういう任命権者だけでなくて、そういう総合的な責任という部分を含めたこの

不祥事に対しての５０％減という提案をさせていただいて、あとは任期を全うさせていただきた

いというふうに思っておりますので。ただその部分については、少し先ほども触れましたが議員

それぞれ小国町議会のいろいろな御意見、それぞれをまた真摯に受け止めながら、相談もさせて

いただきながら、しっかりやっていきたいというふうに思っておりますので、今後も御指導賜り

たいというふうに思っております。 

議長（渡邉誠次君） ほかに質疑ございませんか。 

１０番（時松昭弘君） １０番、時松です。先ほどから副町長の件についていろいろ質問があって

おりますが、ちょうど３月２２日に議会が同意第１号という形で副町長の人事の案件が出ており

ます。この中で各議員からいろいろ反対意見が大分出ておりましたが、この中にずっと議事録等

を読み返してみると、町長が言った言葉が「町長という職をかける」ということを２回ほど言っ

ているわけですね。この意味が今回、私も当然去年の３月の議会の中では反対をいたしました。

これは反対の理由といたしまして、副町長に対する報酬が非常に高いと、非常に財政が厳しい中

において、それだけの費用対効果があるのかということを何回となく申し上げたわけであります

が、この場においても町長が自分の職をかけてでもやっぱりやるということで言われております。

いろいろ４番、５番議員から、９番議員からも今質問がありましたが、やはりここは町長が自分

の職をかけるという意味がですね、どのような意味か、ちょっとお尋ねをしたいと思います。 

町長（北里耕亮君） 職をかけるという部分は、その効果がなければと。その効果の部分について

は、先ほどから発言をするようになかなか数字で表せるものでない部分もあるかと思いますけれ

ども、やはりあまり動きも見せずに、ただ座っているだけで何も変わらないというよりも、置く

ことでマイナスだったなという部分がやはり任期期間２年間、そういう部分であるのであれば、

やはりそれは置いたことが間違いであったなというふうな部分で、そういう思いの部分の「職を

かける思いで頑張りたい」というふうなことでありました。 

ただ、先ほどから言うように、途中というのが少し言い訳のように聞こえる部分もあるかもし

れませんが、その部分までは今日までは非常に活発に動いておりましたし、議員それぞれにもい

ろいろ副町長が話をしに行ったり、相談をしに行ったりすることもおそらくいろいろあったので

はないかなと思います。そういった部分で、これからというような部分もあったのではないかな

というふうに思います。数字での効果というのがなかなか難しい部分はあるかと思いますが、町

の活気づきさとか産業の育成とか移住・定住とか、特に移住なんかも移住したいという思いがあ

る方に直接会って、小国町の紹介であったりそういう部分も積極的にＰＲをされておりました。

そのようなちょっとここではいろんなあらゆる幅広い業務をされておりますので、こう言うこと
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ができませんけれども、いろいろやっておりましたのでそのあたりは活動・行動をぜひ思い起こ

すというといけませんが、御理解をいただけたらなというふうに思っております。 

１０番（時松昭弘君） １０番です。今、町長が言い訳のような形で答弁をしていただきましたが、

これは議場の中で発言というのは議員必携等にも書いてありますが、一人ひとりの発言の重みと

いうのが大きいのです。発言の内容が議場の中でちょっと今の発言はどうだったかというような

ことがあった場合は、議長に申し入れをして発言の訂正というのができるのです。これはもちろ

ん議員の同意がなければなりませんが、そういった形である中で、ましてや執行機関の町長であ

る北里町長から議場の中で「職を辞してでも」という発言が議事録にも載っておりますが、この

ことについて私たち議員だけではなく、町民に対する説明責任というのはどのようにするのか、

そのことを再度お尋ねをします。 

町長（北里耕亮君） 繰り返しになりますけれども、この部分については議会が町民の代表機関と

いう部分もありますけれども、この場で昨年の副町長人事案件の時の発言について相当重い部分

はあると、それは認識しております。ただ思いの頑張っていきたいと、その効果があるでしょう

からというような思いの中から、ともにこの町をよくしたいという思いで発言をした部分であり

ます。この部分について、同じような意味合いであります。 

７番（穴見まち子君） 先ほどからいろんな方の意見を聞いておりますけれども、町長の意見も本

当に重く聞いておりますけれども、あと残り期間があります。私としてはやっぱり残っていただ

いて、まだ住民の方も支援している方を多く聞きますので、それから副町長は４月に来られて地

震、６月は水害といろいろなことがありました。なかなか活躍の場を発揮するときがなかったと

思いますので、そこはまだまだ認めてあげたいし、あのようなことがなければうまくいっていた

かもしれないと思うと、なかなかかわいそうでなりません。それからやっぱりこれを逆手に取っ

て、小国町も頑張ってほしいと思っております。 

  以上です。 

町長（北里耕亮君） 副町長もそれについては、７番議員がおっしゃいましたように地震の対応で

あったり、そのあとずっと集中豪雨であったり続いておりました。同時並行でいろいろな早く地

域に入りまして、地域の実情を知り、小国町にはどのような産業があるのか、伸びしろはどの部

分を伸ばしていかなければいけないかという部分は実際言っておりました。なかなかそういう時

間が取れなかったという部分もありますけれども、それでも精力的にいろいろ地域を回ったり、

いろんな産業を勉強されていたというふうに思っております。そういう中で、今度秋には火災や

そういった部分が続いてはおりましたけれども、本当に行動を活発にされておりました。ですの

で、今回の部分について効果がどうだったという部分は確かにあるかと思いますけれども、御理

解をいただければというふうに思っております。 

議長（渡邉誠次君） ほかに質疑ございませんか。 
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４番（髙村祝次君） さっきから話を聞いていると、繰り返しになりますと。町長、「うまくいか

ないときは一定の責に職をかけて、町長という職をかけてやっていきたいということをあえてこ

こで発言させていただいて臨むものであります」と書いています。そのあと私がちゃんと「かけ

るということを町長は、１回目は林間広場の水素工場をつくるときも「政治生命をかける」とい

うことで、「かける」という言葉は非常に軽率ではないか」というようなことを私が注意したと

き、町長は全然今のようなことは言っていないのですよ。その時に町長が「今のは言い過ぎまし

た」と言っておけば、こんな追及はできないのですよ。そしてさっき私が読み上げたところまで

いったわけです。そしてその時も「はい」と町長は返事をしている。議会とは何ぞやと。何のた

めに議会があるのかと。議会で言ったことは全然約束はできないではないですか。ちゃんと議会

で言ったら、言ったことをちゃんと実行してくださいよ。 

町長（北里耕亮君） 本当に繰り返しになりますけれども、４番議員の御意見も十分本当にわかり

ます。わかりますが、発言については「職をかける」という部分について、そういう思いで言っ

てしまったという部分はありますけれども、何とか副町長の動きもまだこれからという部分もあ

ったのはあったかと思いますが、そういう状況を議会の皆さま方それぞれには御理解をいただけ

ればというふうに思っております。その発言については、私の思いという部分の言葉が適切とい

う言い方はおかしいのですが、その部分がですね。でももう言ってしまっておりますので、私は

その発言というのはそれは事実として残っておりますので、何とも言いようがありません。ただ

この現状の部分は、副町長が動きが悪かったわけではないという、そういう思いはいまだしてお

りますので、その部分についてあとは議会の御判断に任せるしかないのかなというふうに思って

おります。 

４番（髙村祝次君） 確かに町長は来てもらったほうですから、来てもらった人が問題があって悪

かったとは言えないのは十分わかります。それなりに活躍していたということもわかります。し

かし、そういうことを私たちが言っているわけではないですよ。町長が言ったことをしっかり言

ったように守ってくださいと言っているだけの話です。 

町長（北里耕亮君） 理屈というか、御意見は本当にそのとおりの部分はあります。ありますが、

ここで私が辞職するという選択肢を選ぶのではなくて、残り副町長がいなくなったあともこの町

をよくしたいという部分で、何とか頑張らせていただきたいというふうに思っております。 

７番（穴見まち子君） 今、町長が言われましたように、辞めるだけではなくて続けていって、あ

とを頑張るということも大事だと思いますので、よろしくお願いいたします。 

町長（北里耕亮君） ただいま発言の繰り返しでありますが、本当に議事録の発言というのは大変

重いという事実というのは、議員の御指摘のとおりであろうというふうに思っております。それ

を自覚をしながらも、今回の５０％はちょっと不祥事に対してのという部分はありますけれども、

その部分について今後しっかり町政を担っていきたいというふうに思っております。ただその際
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には先ほども言いましたように、今までのいろいろな大きな方針の町の政策を早め早めに議会の

ほうに相談をさせていただきながら、議会とともにこの町をよくしていきたいというふうに思っ

ておりますので、今後も御指導をお願いをさせていただきたいというふうに思っております。 

議長（渡邉誠次君） ほかに質疑ございませんか。 

６番（時松唯一君） ６番、時松です。ただいま同僚議員から職をかけることに対しての意味合い

とか、累々とありました。その中において、副町長が何をしたか、何ができなかったが問題では

なくて、しようがしまいが当たり前のことです。仕事はですね。仕事は逆に火災があっても地震

があっても、副町長がいたからどうなったわけではないのです。副町長がたまたまいて、やった

だけの話。誰でもやります。町長だってそうですよ。だから今私たちが議会人として町民の立場

で物事を考えるときに来ているわけです。これは執行部をはじめ、私は議会人としての資質も問

われています。そういう中において今しっかりしないと、いつしっかりするんですか。 

今町民はひどい打撃を受けています。知らなかった人でも「副町長がいたのですか。そんなこ

とあったのですか」と。しっかりしていれば、あのようなことはありません。しっかりしていま

した。それまではこういうことをやっていました。やっていても事実としてやっていけない、や

ってはいけないことをやるのに誰がしっかりしていますか、誰が言えますか。そんなことだった

ら警察はいりませんよ。私たち議会人もいりません。そして残りの２年間何をするかと、具体的

にやる場合には何を２年間やるかということを、町長、肝に銘じてまず答弁すべきです。あと残

された２年があります。じゃあ２年間をどのようにやっていきますか。いろんなことを言います

と、人口減から始まって、財政難から始まって、農林業も非常にきつい立場にある。だから頑張

ってください。どういうふうにして頑張っていきますか。頑張りたいからお願いしますではなく

て、やはりもう少し町長自身がしっかりと、どのようなブレーンがあってどのような人たちを活

用して、自分が飛び回って、この２年間を挽回するようなそういう意識を持ってやらないと。今

私たちは町長にはもう少し考えていただきたい。今考えていただきたい。そういうふうに思いま

す。 

町長（北里耕亮君） 先ほどの発言でも残り任期期間の中のこの２年間、精一杯やっていきたいと

いう発言はいたしましたけれども、特に今議員もおっしゃいましたように、引き続き人口減に歯

止めがかかっていない状況でありますけれども、そういった部分はやはり産業が停滞している。

その中では第一次産業の農業・林業、またそれに関係する地場産業の商工業や観光業やそういっ

た部分の本当に頑張らなければならない分野が多数あります。そういった部分を限られた財源で

はありますけれども、その財源も先ほどから議会の御意見の中でいろいろ無駄を省くという部分

の御意見もあっておりまして、そういった部分も視野に入れながら財源を増やして、そして精一

杯攻める部分もあってもいいのかなというふうに思っております。それも大きな方向性としては

議会と相談をしながら行っていきたいというふうに思っておりますので、重ねての御指導を賜れ



 

20 

ばというふうに思っております。 

６番（時松唯一君） もう１点、総務省からの出向ということで、また総務省で係長級としてお戻

りになられたわけですけれども、総務省から小国町に対して何らかの意思表示、いわゆる謝意の

挨拶があったかどうか、電話ではないですよ。実際、総務省のほうから小国町に来て、申し訳な

かったみたいな謝意の言葉はありましたか。 

町長（北里耕亮君） 実際来られたのは、ちょっとあとで日にちを述べたいと思いますけれども、

総務省の方がおいでになり、謝罪といいましょうか、そういった部分の言葉を発して、きちっと

会って言われました。 

６番（時松唯一君） そのような総務省からのそういう謝意があったと。あったらあったなりにや

はり報告等をしないと。じゃあどのような謝意か、ただ「すみませんでした」なのか。今、副町

長が手掛けていったその地方創生にしかり、その他しかり、そのことに対しての引き継ぎ等につ

いての今後の方針等もありましたか。 

町長（北里耕亮君） そのときには自ら辞められる退職申出書という退職の意向を受けており、こ

ちらはペーパーでは出ていませんでしたけれども、どういうふうな対応、厳正な対応をするとい

うのは決めておりましたけれども、まだ決めておりませんでしたので深い話には至っておりませ

んでした。 

６番（時松唯一君） 総務省関係の仕事に関しても、各課の課長はしっかり肝に銘じて今やってい

ること、やろうとしていたこと、副町長がやろうとして今やっていたことの引き継ぎがしっかり

とできる。できないようであれば、総務省にも原因があります。そういうところもしっかりと協

議をして進めていくべきだと。この町長の問題は別として、各課の課長はやはり今まで引き継い

できたものが、特に政策課長、政策課はかなりあるかと思います。そういう面について、やはり

今から先もやろうとしてやれなかったことに対しても、やっぱり総務省としっかりと協議をし、

それをやれるような努力をするのが総務省の務めだと思います。そういうふうに私は思っていま

すので、各課の課長も肝に銘じていていただきたいとそういうふうに思っております。 

  以上です。 

町長（北里耕亮君） ちょうど政策関係になりますけれども、エネルギーを利用したそういった部

分というのが、総務省から発信された分散型エネルギーというような業務というか、そういうも

のがあります。そういった部分を今回副町長がこういうふうになりましたけれども、そのあとど

ういうふうにしていくかというのは引き続き打ち合わせ等をさせていただきながら、副町長がい

なくなったあとの部分はしっかりやっていきたいというふうに思っております。 

議長（渡邉誠次君） ほかに質疑ございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） 質疑がなければ、これをもって質疑を終結いたします。 
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これより討論に入ります。討論ございませんか。 

５番（児玉智博君） 私は、議案第１号小国町長の給与の特例に関する条例についてに反対の立場

から討論を行います。 

今回の提案というのは、解職された桑名真也前副町長の任命責任を自らに問うものであります

が、以下反対する理由を述べたいと思います。 

桑名副町長の行為は言うまでもないことではありますが、日本社会が社会をあげて飲酒運転を

撲滅しようとしている流れに自らの甘い認識によって真っ向から背くという重大なものでありま

した。町長は副町長の成果が挙げられなければ自らの職を賭すというようなことまで言っており

ましたが、成果どころか小国町の看板に泥を塗り、長い歴史の中で町民一人ひとりが築き上げて

きた信用を著しく失墜させることになってしまったわけであります。自らの発言に従うのであれ

ば、減給などでお茶を濁すのではないということをまず申し上げたい。そこで先ほどの質疑で明

らかになったように桑名副町長の行為だけでなく、副町長の逮捕を受けての対応が誤っていたと

いうことも明らかになりました。自らお認めになっているところであります。桑名副町長が逮捕

されてから間もなく、各メディアでは届出先の福岡県庁に行っていないことと、その宴席の出席

者の中から公務ではなかったという言質が取られたということで大きく取り上げられました。出

張の公務性を疑う報道がなされたわけであります。しかし町の対応は、副町長の言い分だけを鵜

呑みにして公務であるとの認識を取り続けました。これは解職を発表した時点でも正されること

はありませんでした。このことについて、ニュース番組のキャスターも「過ちを犯した副町長を

かばっている」と厳しく町の姿勢を批判したわけであります。ただでさえ傷ついた町の信用はよ

り一層失墜することになってしまったわけであります。北里町長が問われるべき責任は、副町長

の任命責任だけではありません。自らの対応の誤りも痛感すべきであります。 

以上のことから、給与５０％カット任命責任だけを取ろうということでごまかすのではなく、

自らの発言に責任を取るべきだし、辞めないのであっても少なくとも現在の５０％カットで済ま

せるべきではないとの立場から、甘すぎるという立場から反対するものであります。議員各位の

御賛同をお願いします。 

８番（松﨑俊一君） ８番です。賛成の立場から。 

副町長の不祥事を受けて減俸１００分の５０掛ける２５月。給料月額の減額、これは私が知る

範囲では最大級の処分となっております。自らが自分にペナルティーを科す以上、反対をする理

由はありません。 

  以上。 

議長（渡邉誠次君） ほかに討論ございませんでしょうか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） なければ、これをもって討論を終結いたします。 
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これより採決に入ります。 

議案第１号、小国町長の給与の特定に関する条例について、原案のとおり可決することに賛成

の方の挙手を求めます。 

（挙手少数） 

議長（渡邉誠次君） 挙手少数でございます。 

よって、議案第１号は否決されました。 

議長（渡邉誠次君） 日程第４、「議案第２号 平成２８年度小国町一般会計補正予算（第９号）

について」を議題といたします。 

執行部より提案理由の説明を求めます。 

総務課長（松岡勝也君） それでは議案集１ページをお開き願いたいと思います。 

議案第２号 平成２８年度小国町一般会計補正予算（第９号）について 

地方自治法第２１８条第１項の規定により、平成２８年度小国町一般会計補正予算（第９号）

を別紙のとおり提出する。 

         平成２９年２月６日提出 

小国町長 北 里 耕 亮 

でございます。 

それでは、補正予算書をお開き願いたいと思います。１ページをお開き願いたいと思います。 

平成２８年度小国町一般会計補正予算（第９号） 

平成２８年度小国町の一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４千１９万７千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億２千１４５万９千円とする。 

    ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（地方債の補正） 

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

           平成２９年２月６日提出 

                      小国町長 北 里 耕 亮 

  でございます。 

それでは１ページのほうでございます。第１表としまして、歳入歳出予算補正でございます。

今回、歳入につきましては地方交付税、町債を歳入のほうに充てております。項としまして、補

正額でございます。地方交付税のほうが補正前の額といたしまして２４億６千５２１万６千円と

いうことで、今回補正を１９万７千円をさせていただきます。合計しまして交付税の合計が２４
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億６千５４１万３千円ということでございます。町債につきましては、補正前が６億９千６４０

万９千円ということで、今回補正を４千万円を追加させていただきまして、７億３千６４０万９

千円ということでございます。歳入合計が６２億２千１４５万７千円という歳入の補正の合計と

なることでございます。 

歳出につきましては、款のほうでございます。総務費と民生費でございます。総務管理費とい

たしまして、補正前が１３億３千３２８万５千円ということで、今回４千万円を追加させていた

だきます。徴税費といたしまして７千２２１万５千円の補正前に対しまして１４万７千円という

ことで、補正後は７千２３６万２千円ということでございます。総務費の合計が歳出が１４億９

千７４２万９千円ということでございます。民生費でございます。社会福祉費といたしまして、

補正前が７億２１６万円ということで、補正後を５万円ということで、合計の７億２２１万円と

いうことでございまして、歳出補正の合計が６２億２千１４５万７千円ということでございます。 

３ページでございます。地方債の補正を今回させていただきます。起債の目的といたしまして

は、庁舎施設災害復旧事業ということで、単独災害の一般単独復旧事業債でございます。補正前

が１億５千２５０万円ということでございました。今回あとで歳出で出てきますけれども、庁舎

の空調の工事費ということで４千万円追加をさせていただきまして、補正後が１億９千２５０万

円ということで、補正後の合計が７億３千６４０万９千円というふうな地方債の合計でございま

す。 

それでは４ページのほうでございます。先ほど歳入歳出ということで合計が今回補正が４千１

１９万７千円と歳出につきまして地方債は４千万円、一般財源が１９万７千円というふうな歳出

の内訳となっております。 

５ページでございます。５ページにつきましては歳入ということで、先ほど申しましたように

地方交付税のほうで１９万７千円を充当をさせていただきます。町債ということで一般単独災害

復旧事業債ということで庁舎施設災害復旧事業ということで４千万円でございます。 

３番の歳出でございます。総務管理費の一般管理費ということで、１５の工事請負費でござい

ます。庁舎空調設備工事ということで４千万円。この４千万円につきましては、庁舎の空調の工

事費の電気設備と機械設備工事、合わせて４千万円でございます。これは午前中に説明させてい

ただきましたけれども、開発センターの解体、震災による解体に伴いまして、空調設備が開発セ

ンターと庁舎が一体の管理ということになっておりましたので、今回庁舎のほうに影響を与えて

おりますので、今回２月の臨時会で補正させていただきまして、今年の梅雨前に間に合うような

工事をする必要があるということで、今回補正をさせていただくものでございます。次、徴税費

ということで徴税総務費でございます。臨時雇用賃金ということで１４万７千円、これにつきま

しては、開発センター震災による解体を進めるということで、その中で今年度の確定申告の会場

が通常であれば開発センターで行われておりましたが、本年度はＪＡのほうで確定申告を行うと
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いうことでございまして、役場庁舎内の税務課職員の対応が不足するということで、１名臨時雇

用賃金を追加させていただくものでございます。次の民生費の社会福祉費でございます。社会福

祉総務費ということで報酬費でございます。これにつきましては、震災によります関連死等が出

ております。それに伴いまして小国町におきましても、申請が上がっているということで、今後

震災の委員会を開きまして、その判定をしていく必要があるということで、震災の委員報酬とい

たしまして５万円を計上させていただいているものでございます。 

以上で、今回の補正予算に対する説明を終わらせていただきます。 

議長（渡邉誠次君） これより議案第２号について質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

５番（児玉智博君） 庁舎の空調設備工事に関連して質問します。現在、解体工事が始まっている

開発センターも大変老朽化が進んでおりまして、前々からこれは建て替えなければならないとい

うことで、小国町にとっては大きな課題の１つでした。それが何とかだましだまし使っていたわ

けですが、そういう中で環境モデル都市だからといって予算を使って蛍光灯をＬＥＤに換えたり

する中で地震が発生して、ＬＥＤの工事はまだ終わっていない、途中の段階での断念という形に

なってしまったわけです。新しくできたところに利用するためにきちんと外して取っているわけ

ですから、丸々無駄になることはなかったわけですが、しかしだからそれですべて良しというこ

とはできないと思うのです。それで現在の役場庁舎、これは開発センターのような被害は受けな

かったわけですけれども、しかし雨漏りであったりとか老朽化は否めないわけです。それでやは

り今回４千万円かけてやるわけなのですけれども、それは急がなければならないという理由はわ

かります。しかしこれをやってしまっても、建物そのものにまた問題が出てくれば開発センター

のＬＥＤのようなことにはならないかという心配があるわけですが、その点について今後の役場

庁舎の方向性なんかはしっかりと持った上で、今回のこの予算なのかお答えください。 

総務課長（松岡勝也君） 今回予期せぬ地震ということで、本庁舎のほうにも影響が出た。しかし

庁舎自体の外観的な被害は見受けられないということであります。以前から開発センター及び庁

舎のほうも耐震の診断は受けておりまして、開発センターほどには診断の悪影響はあるものの、

低いということで判断が出ております。そういったことで、庁舎に対しても今後改修の必要があ

るという数字は出ております。そういったわけで、開発センターが急遽こういった一般単独債を

活用させていただいて改修するとともに、やはり庁舎に対しても今後使用を続けるという方針に

なるわけですが、そうしたことによって耐震の診断を以前受けておりますので、それに向けては

やはり耐久性は強化していきながら使用を続けるということになるというふうに思っております。 

議長（渡邉誠次君） ほかに質疑ございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） 質疑がなければ、これをもって質疑を終結いたします。 
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これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） なければ、これをもって討論を終結いたします。 

これより採決に入ります。 

議案第２号、平成２８年度小国町一般会計補正予算（第９号）について、原案のとおり可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

議長（渡邉誠次君） 全員挙手でございます。 

よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

議長（渡邉誠次君） 日程第５、「同意第１号 小国町固定資産評価員の選任について」を議題と

いたします。 

執行部より提案理由の説明を求めます。 

町長（北里耕亮君） それでは議案集をお開きください。２ページになりますが。 

  同意第１号 小国町固定資産評価員の選任について 

  小国町固定審査評価員に下記の者を選任したいから、地方税法第４０４条第２項の規定により、

議会の同意を求める。 

           平成２９年２月６日提出 

                      小国町長 北 里 耕 亮 

記 

    氏  名 橋本修一 

生年月日 昭和３７年４月１日 

    住  所 小国町大字宮原３３４番地２ 

（提案理由） 

   小国町固定資産評価員の北里康二氏が、平成２９年２月１９日をもって辞任するため。 

  でございます。 

まず固定資産評価員でありますけれども、これは地方税法の固定資産評価員の設置という欄で

第４０４条、市町村の指揮を受けて固定資産を適正に評価し、かつ市町村長が行う価格の決定を

補助するため市町村に固定資産評価員を設置する。２として、固定資産評価員は固定資産の評価

に関する知識及び経験を有する者のうちから市町村が当該市町村の議会の同意を得て選任すると

なります。町の税条例の中では第７６条固定資産評価員というのに固定資産評価員の数は１人と

するというふうに定めております。昨年の１２月末をもちまして、現在員の北里康二氏が会計管

理室長に就任をしまして、日にち付けについては直近の議会というふうにありますが、２月この

議会終わりまして、２月１９日という部分を区切りにして定めさせていただきたいと思います。
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橋本修一さんは現在の小国町税務課長でございます。よろしく御審議をお願い申し上げます。 

議長（渡邉誠次君） ここで同意第１号小国町固定資産評価員の選任につきましては、議会運営上、

橋本税務課長に退席を願います。 

（橋本税務課長退席） 

議長（渡邉誠次君） これより同意第１号についての質疑に入ります。 

質疑ございませんでしょうか。 

「ありません」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） 質疑がなければ、これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論ございませんか。 

（「ありません」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） なければ、これをもって討論を終結いたします。 

 これより採決に入ります。 

採決の方法は、小国町議会会議規則第８２条の第１項の規定及び第８３条により無記名投票を

もって行いますが、御異議はございませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） 議場の閉鎖を命じます。 

（議場閉鎖） 

議長（渡邉誠次君） ただいま出席議員は１１人であります。 

お諮りいたします。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に２番 大塚英博君及び１０番 時松昭弘君を

指名いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（渡邉誠次君） 異議なしと認めます。 

よって、立会人に２番 大塚英博君及び１０番 時松昭弘君を指名いたします。 

これより投票用紙を配付いたします。 

（投票用紙配付） 

議長（渡邉誠次君） 念のため申し上げます。 

本案について賛成の者は〇、反対の者は×と記載していただきたいと思います。白票がありま

したときには反対とみなします。 

投票用紙に配付漏れはありませんか。 

（配付漏れなし） 

議長（渡邉誠次君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 
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（投票箱の点検） 

議長（渡邉誠次君） 異常なしと認めます。 

これより投票に移ります。１番議員より順次投票をお願いいたします。 

（投票） 

議長（渡邉誠次君） 投票漏れはありませんか。 

（投票漏れなし） 

議長（渡邉誠次君） 投票漏れなしと認めます。 

投票を終了いたします。 

これより開票に移ります。 

２番 大塚英博君及び１０番 時松昭弘君に立会いをお願いいたします。 

（開票） 

議長（渡邉誠次君） 開票の結果を報告いたします。 

投票総数 １１票 

有効投票 １１票 

無効投票  ０票 

有効投票中 

賛  成 １１票 

反  対  ０票 

以上のとおり、全員賛成でございます。 

よって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

議長（渡邉誠次君） 議場の閉鎖を解きます。 

（議場開鎖） 

議長（渡邉誠次君） 橋本税務課長につきましては、どうぞ議場のほうにお戻りをいただきたいと

思います。 

（橋本税務課長着席） 

議長（渡邉誠次君） 以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

これをもちまして、平成２９年第１回小国町議会臨時会を閉会いたします。お疲れさまでござ

いました。 

（午後３時１５分） 

 



 

28 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためにここに署名する。 

 

議  長 

 

 

署名議員（５番）  

  

 

署名議員（７番） 

 

 

 

 

 

 



会  議  の  顛  末 
 

 

 

1．会議録署名議員の指名 

 

   5番 児 玉 智 博 君  

    7番 穴 見 まち子 君 

 

 

1．会期の決定 

 

  今期臨時会の会期を2月6日の1日間とする。 

 

 

 

1. 議案第 1号 小国町長の給与の特例に関する条例について 

                                      平成 29 年 2月 6日 否  決 

2. 議案第 2号 平成２８年度小国町一般会計補正予算(第９号)について 

                                      平成 29 年 2月 6日 原案可決 

3. 同意第 1号 

 

小国町固定資産評価員の選任について 

                      平成 29 年 2月 6日 同  意 

   
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
小 国 町 議 会 会 議 録 

平 成 ２ ９ 年 第 １ 回 臨 時 会 
 

平 成 2 9年 2月 発 行 

 

発行人 小 国 町 議 会 議 長  渡 邉 誠 次 

編集人 小国町議会事務局長  小 田 宣 義 

作 成 株 式 会 社 ア ク セ ス 

電 話(096)372-1010 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

小 国 町 役 場 議 会 事 務 局 
 

〒869-2592 阿蘇郡小国町宮原1567-1 
 

電 話（０９６７）４６-２１１９ 

 

 

 

 


